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宮崎県日向市役所　　発行人　藤井満義　　編集人　総務課広報係

　　　　　　　　昭和31年9月21日華3種郵便物認可

ジ
瞬
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一．
細島磁翼興社進出きまる

　　　　　　　　　　　　　察年度中に第一期着工
　　　　わたくしたちが長い間、まちにまった細島臨海工業地帯へ大きな工場の進出がき

　　　まりました。

　　．．．こんど誘致される工場は、株式会社鉄興社（本社東京都中央区京橋、社長＝佐

　～、塁用←「氏、資本金25億47万円）で、さる2日県庁の知事室で、細島臨海工業地帯に

　　ド｛綱場を建てることについての覚書がとりかわきれ、黒木県知事と前島憲平鉄興社副
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　．社長との間で調印が行なわれ、また3日置、前島副社長ら会社側の幹部6名が当市
　　　を訪れ、細島臨海工業麺帯の境地を視察したのち、3時からは市の講堂で、鉄興社

　　　の前途を祝して歓迎会が催されました。

　　　、これでわたくしたちの日向市も工場都市としての第一歩をふみ出したわけで、い
　　　．よいよ来年度から威勢よい工場建設めつち音が聞かれることになりました。・

　　　’では次に進出決定した鉄興社の概要と、覚書の内容をお知らせします。
　　　』◇会社の概要F鉄興社は昭和3年に設立された合金鉄生産会社で、資本金25億47万

，　　　円、東京都中央区に本社をもつほか、東北地方に四工場、北海道と岩手県に鉱業

　　　　所をニヵ所、’清水市、武蔵野市にそれぞれ天然ガス研究所、中央研究所をもつ合

　・　’金鉄界の一級会社です。従業員約如00名。　　　．　，

”　　◇覚書φ内容＝鉄開戸は第一期＝合金鉄製錬工場（以下資本30億円）、第二期＝

　　　　合金鉄製錬および有機合成を主体とする’化学工場（投下資本35億円）を第二区
　　　　（茄万8千5百平方メ」トル＝10万5千坪）に建設する。

　　　　第｝期は来年度申に着工し、繰業は着工から約1年6ヵ月に開始する。また工業

　　　　用水、電力などは県が量、質を保証するとともにやすし）価格で供給すること。

　　　　　事業上必要な労働要員は県のあっせんにより地元希望者を優先的に採用するこ

　　　　と。工場建設に必要な道路の建設、公共埠頭の利用、鉄道の敷設、工業用水路の

　　　　建設などは県が誠章をもつて協力することなど、とりきめてあります。

　　’市民のみなさまヘ……・∵・・細島臨海工業地帯の第一区、第三区への工場誘致はまだ

　　　、これからです6こんごの工場建設をねらって悪質な土地ブローカーなどが入り込

　　　　み、土地を買い上げる恐れがあります。気持よく工場を迎えるために市民のみな

　　’　さんも工場の受入態勢の整備にご協力をおねがいします。　　　　”
　　　　　　　（写寓は晃玉司搬から臨海工鑑地帯の観明を受ける会社幹部一行）
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明
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く
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ら
楽
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く
遊
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せ
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の
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遊
園
地
を
つ
く
っ
た
り
、
他
の
面
で

は
、
盲
人
、
る
唖
者
な
ど
の
団
体
や
、
肢

体
不
自
由
児
、
精
神
薄
弱
児
な
ど
を
も

つ
親
た
ち
の
戯
曲
を
た
す
け
、
こ
れ
ら

幸
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
長
な
指
導
を

助
け
る
な
ど
明
る
い
住
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
使
わ
れ
ま
す
。

こ
と
し
の
県
か
ら
日
向
市
に
対
す
る
募

金
割
当
目
標
額
は
、
九
十
万
円
（
街
頭

募
金
九
万
円
、
戸
別
募
金
六
十
万
五

千
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、
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志
募
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幽
十
三
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五
千
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（
十
五
夜
祭
り
や
運
動
会
な
ど
で
Y
が
．

約
四
万
五
千
円
集
り
ま
し
た
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、
お
た
が
い
た
す

け
合
い
の
精
神
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
期
間
は
十
二
月
ま
で
で
す
。
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月
定
例
市
議
会
お
わ
る

鱒
般
会
計
追
加
予
算
な
ど
三
十
三
議
案

第
五
回
九
月
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
十
，

八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
日

向
市
清
掃
条
例
、
市
職
員
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
市
有
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
使
用
管
理
条
例
の
制
定
、
市
の

一
般
会
計
追
加
更
生
予
算
な
ど
三
十
三

議
案
で
、
そ
の
全
部
が
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。▽
市
起
債
お
よ
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

（
専
決
）

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
か
ら
、
消

防
施
設
整
備
資
金
と
し
て
二
百
万
円
を

借
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
借
入

利
率
は
年
六
分
三
厘
で
、
償
還
方
法
は
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▽
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

九
月
十
三
日
で
任
期
満
了
に
な
っ
た
教

魯

育
委
員
一
名
の
後
任
を
き
め
る
も
の
で

佐
藤
正
氏
（
医
師
）
が
再
選
さ
れ
ま
し

・
た
。
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▽
土
地
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つ
い
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赤
岩
橋
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の
雑
草
地
五
四
、
八
ア
ー

ル
（
約
千
六
百
坪
）
を
市
営
ご
み
焼
き

場
の
敷
地
と
し
て
。

塩
見
小
学
校
の
校
門
東
側
の
田
ん
ぼ
約

三
、
五
ア
ー
ル
を
運
動
場
敷
地
と
し

て
。ま
た
塩
見
川
改
修
工
事
の
完
成
に
よ
り

旧
河
川
の
敷
地
を
市
の
財
産
と
し
て
。

旧
飛
行
場
の
跡
で
、
日
向
工
業
高
等
学

校
の
敷
地
に
予
定
し
て
い
た
畑
、
約
四

百
七
十
六
周
目
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を
市
の
基
本
財
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と

し
て
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に
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申
村
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区
の
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畑
、
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約
二
、
六
ア
ー
ル

を
第
三
水
源
地
お
よ
び
ポ
ン
プ
室
の
三

岳
と
し
て
。
そ
れ
ぞ
れ
買
収
す
る
こ
と

を
き
め
ま
し
た
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ド
4
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購
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契
約
に
つ
い
て

昭
和
三
十
四
年
の
九
月
に
農
山
漁
村
振

興
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
一
台
を
購
入
し
、
公
共
事
業
や
市
の

開
発
事
業
に
あ
て
て
い
ま
し
た
が
、
こ
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使
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況
や
能
率
な
ど
、
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ず
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非
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に
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で
あ
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こ
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が
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か
り
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の
で
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新
し
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も
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こ
と
に
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四
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で
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む
ま
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た
の
で
、
ま
た
日
向
市
職
員
給

与
条
例
の
一
部
改
正
も
宿
日
直
手
当
を

実
状
に
合
わ
せ
て
改
正
し
た
も
の
で

す
。▽
日
向
市
有
ブ
ル
ド
：
ザ
ー
使
用
管
理

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
．
の
条
例
は
、
市
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の

、
適
正
な
運
用
を
は
か
る
た
め
に
、
そ
の

使
用
や
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。

▽
日
向
市
一
般
会
計
の
追
加
更
正
予
算

に
つ
い
て

こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
、
日
向

市
一
般
会
計
の
追
加
予
算
は
追
加
額

一
億
五
千
二
百
九
十
四
万
四
千
八
百
円

更
正
減
額
一
千
二
百
二
十
一
万
三
千
一

百
円
で
、
歳
入
歳
出
と
も
差
引
き
一
億

四
千
七
十
三
万
一
千
七
百
円
の
追
加
と

な
り
、
予
算
規
模
は
、
四
億
一
千
百
九

十
四
万
四
千
二
百
円
に
な
り
ま
し
た
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ま
た
来
年
の
夏
も
活
躍
し
て
も
ら
ヶ
た

め
に
大
切
に
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
，

な
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
扇
風
機
の
羽
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
で
き
て
い
る
も
の
が
多
く
、
と
く

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ア
ン
は
よ
ご
れ
や

す
い
の
で
、
　
「
わ
く
」
を
は
ず
し
て
、
．

古
ネ
ル
の
小
切
れ
布
に
中
性
洗
剤
液
を

ふ
く
ま
せ
、
軍
コ
リ
を
ぬ
ぐ
い
と
っ
て

し
ま
う
。

ま
た
心
臓
部
の
モ
ー
タ
ー
は
ミ
シ
ン
油

を
さ
し
て
ハ
ト
ロ
ン
紙
か
布
に
べ
る
ん

で
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
湿
気
の
な
い
．

と
こ
ろ
に
し
ま
つ
で
お
き
ま
し
よ
ケ
。

昭和％年度の日向市一般会計歳入歳出追加更生予算

がこんどの議会をとおりました。

それによりますと3月の定例市議会では骨格予算と
して組まれていた、2億7121万2千5盲円に対して、

1億如乃万1700百円の純追加がなされ、予算規模は

4億1194万4200円になりました。以下歳入歳出別に

主な更生をお知らせしましよう。
【歳入1

0市税コ1061万1500円の追加これは市民税、固定資

　産税の調定額に対する徴収みこみ率の引き上げと

’滞納繰越分がその主なものです。

○地方交付税＝22ヨ0万円の追加（普通地方交付税

’↑765万2千円、特別地方交付税＝464万8千円）幽

○公営企業及び財産収入鴇2809万7300円の追加

　（主なものは財産売払代金〉
○国庫支出金＝2562万2500円の追加　　（これは全額

　国庫補助金で、土木費1038万円、社会及び労働施

　設費530万円、保健衛生費525万円、教育費1η万

　円、ヤ産業経済費207万円など）

O面面出金＝5乃万7100円の迫加（負担金1万8千

　円、県補助金571万8千円）

○市債＝5504万98DO円の追加（土木事業債779万円

　環境衛生事業債1974万円、財産造成事業債

β00万円、住宅、保育所建設債250万円、　消防施

　設債珊万円など）
【歳出1

0議会費＝149万9800円の追加（条例改正による議

　員報酬等の追加）

○市役所費＝538万6500円の追加）恩給退職年金及

　び退職一墨金や臨時雇の賃金など）

○消防費＝輔万500円の追加（消防施設費に対する

　追加）

○土木計画3438万2000円の追加（道路橋梁費495万

　円港湾旧劇7万内、災害土木費242万円、都市計

　画費164万円、街路事業費989万円、失業対策事業

　費380万円などが主なものです）

○教育脅＝397万900円の追加（小学校費83万円、中

　学校費290万円、社会教育費コ0万円）1

0社会及び労働施設費＝1703万7500円の追加

　（児童福祉費471万ω00円、住宅費870万ω00円、

国民年金三遍㎜円など）
0保健衛生費＝5；千186万8400円の追加（清掃費29

　98万㎜円＝じんあい焼却炉建設、し尿処理場
　建設。伝染病費11刀ゴ5100円）

○産業経済費＝992万乃00円の追加（農業費94万14

　00円、畜産費648万7600円、農山漁村振興対策費

　158万800円など）

○財産費＝i754万4300円（財産造成費1687万1300円

　財産管理費67万50bO円など）

　　　レノ

「

4

r
、

、　
、
、
岳

．
驚
「

　
．
ド

t

炉

・
ゲ
　
　
⊃
〆
臨
『
、
．

．
爺
（
．

」

、ず

転

．
　
－
、

構
蚤

．
↑
ド
，

》
秘

海
ギ
篭

．
」
ヒ
へ
『
：

　
や
　
　
瀬

、
ン

、
F
．

噸
．
．
博
．

：響澱r門野・獺
　　　　・・　ゼ㌃～‘・馨，

Y
・
・

保
険
料
は
前
納
奮
お
と
く
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

．
閥
、
　
蕾
民
年
金
に
は
、
便
利
で
有
利
な
前
納

　
　
・
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
案
外
ま

　
　
　
だ
知
ら
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
と
く
に
、
農
業
や
漁
業
の
方
は
、
米
や

．
彰
　
掛
　
た
ば
こ
、
ラ
ミ
ー
な
ど
の
収
納
で
代
金

・
乾
空
瓢
．
が
は
入
っ
た
り
、
ま
た
思
い
が
け
な
く

隙
、
魚
の
水
揚
が
多
量
に
あ
っ
た
と
き
な
ど

　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
分
、
二
年

　
　
　
分
、
五
年
分
、
十
年
分
と
前
納
さ
れ
て

　
　
　
お
く
と
有
利
で
す
。
．

　
　
　
滞
納
の
心
配
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
月
印
紙

　
　
　
購
入
の
気
苦
労
が
は
ぶ
け
ま
す
し
、
ま

　
　
　
た
仕
事
が
多
忙
な
方
で
、
納
入
を
わ
す

　
　
　
れ
が
ち
な
方
は
、
前
納
が
大
変
便
利
で

騨響騨野際轡響解響弊響
広報かゆうが

㌃
“
・

す
。前
納
さ
れ
る
と
割
引
さ
れ
て
、
ず
っ
と

安
く
て
す
み
ま
す
。

こ
の
際
ぜ
び
有
利
な
前
納
制
度
を
ご
利

用
く
だ
き
い
。

手
続
は
、
き
わ
め
て
簡
単
で
、
年
金
手

帳
に
現
金
、
印
鑑
を
そ
え
て
ご
持
参
に

な
れ
ば
、
市
民
課
年
金
係
で
す
べ
て
手

続
い
た
し
ま
す
。

参
考
ま
で
に
前
納
の
と
き
の
割
引
額
を

表
に
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
年
令
の

近
い
と
こ
ろ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
割

引
額
を
見
当
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
年
金
係
へ
。

．
P
‘
．

“’

D
ン
・
噂

も

’

’

O
臆
偲
孝
梨
．

ξ
惑
陽一で醒

　　の
ﾟ　　年 前納期間場 な答鷹し創差引額

20才

畔
1
0
〃
4
〕
〃

’6，000

P2，000

U3，000

5，280

X，310

Q3．5①

　720
ｨ．6go

T9，460

25才

5〃

P｛〕〃

R5〃

6，000

P2，000

T7．㎜

5，28D

X，310

Q3．8ω

　720

Q，690

R3，140

35才

1
・
〃
　
1
0
〃
　
2
5
〃
　
　
　
．

9，000

P8，000

S5，000

7，910

P5」970

Q4，860

1，090

S．OiヨD

Q0，140

40才

5〃

P0〃

噤p〃

9．㎜

P8，000

R6，000

7，960

P3，970

Q2，150

1．，090

S．OiiO

P5．85〔〕’

45才

　5グ

A10〃

Pら〃

　’9．000

D劣：謡1

7，910

P5，970

P8，600

1・q～0

S，030

Wr400

50才
5〃

P0〃

9，000

P8，000

7，910

P5，970

1」兜

S．Oi幻

蒸
雛
篶
櫻
鍵
帥

上
を
は
か
る
た
め
の
資
料
に
す
る
も
の

㍗
で
す
す
す
ん
で
調
査
に
で
脇
力
く
だ
さ
¶

黙
博
吉
お
ね
が
い
髪
す
。

一
醤
．
、
、
・
、
切
望
臨
鍛
難
・

．
■
「
圏
一
；
一
≡
≡
■
雪
■
≡
＝
「
＝
3
■
冒
璽
…
…
＝
i
圃
●
…

題
袋
縫
騨
擁
認
め
＝

　
㌶
（
県
道
）
　
ア
ヤ
ベ
不
動
寺
地
区
二
　
　
　
　
、

　
百
九
十
壼
、
．
「
そ
の
総
懸
光
寺
亀
臥
な
ど
．
、

「
て
す
．
、
．
．
、
　
く
．
．
「
ゴ
・
．
．
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
二
r
押
、

裁
欝
欝
　
　
、
．

欝
〆・覧．．，■▼

d

”ン　’

騒
騒爆

潔
零睾

＝
＝
＝
曽
■
8
8
；
一

こ
と
し
も
十
一
日
．
，

か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
に
こ
の
期
間
中

県
民
運
動
と
し
て

歩
行
者
の
「
正
し

く
歩
く
運
動
」
も

あ
わ
せ
て
行
な
わ

れ
ま
す
。

こ
と
し
は
秋
の
交

通
安
全
運
動
の
目

上
と
し
て
　
、
r

．
①
歩
行
者
の
安
全

　
　
　
②
正
し
い

r
：
勘
癖
．
「
ガ

．
一
3
¶
罫
、
瞬
壷

＝
＝
＝
響
9
馴
塵
一
＝

＝
＝
一
＝
日
■
■
＝
＝
；
＝
＝
■
8
曙
P
二

毒
＼
翠
霞
逡
な
幾
凄
蔑
鵠
ρ
ま

　
吐
’

！
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
書
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
日
向
市
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
で
は
、
読
書
の
奨
励
と
良
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
の
た
め
に
、
次
の
要
領
で
感
想
文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
募
集
対
象
旺
小
学
生
、
申
学
生
、
高
校
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
、
一
般
と
四
部
に
分
け
て
募
集
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
小
中
学
生
は
原
稿
用
紙
（
四
百
字
詰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
枚
以
内
、
高
校
生
、
一
般
は
十
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
応
募
期
限
1
1
十
月
三
十
日
ま
で
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
発
表
1
1
広
報
「
ひ
ゆ
う
が
」
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
入
選
者
に
は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

”
≡
≡
曝
●
璽
≡
…
＝
i
■
■
≡
＝
≡
置
，
国
≡
≡
一
…
●
咀
■
≡
三
…
■
■
■
≡
＝
＝
；
●
．
璽
二
…
＝
i
O
●
≡
三
≡
8

④
交
通
環
境
の
整
備
の
四
つ
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
ず
。

歩
く
人
も
、
ま
た
車
を
運
転
す
る
人
も

お
互
に
注
意
し
合
っ
て
事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

歩
く
人
は

．
▽
右
側
を
正
し
く
歩
き
ま
し
よ
う
。

▽
道
路
を
横
ぎ
る
と
き
は
道
路
に
対
し

　
て
直
角
に
。

▽
車
の
直
前
直
後
は
横
切
ら
ぬ
よ
う
。

▽
せ
ま
い
通
り
か
ら
で
る
と
き
は
左
右

　、

�
謔
ｭ
た
し
か
め
て
。

自
動
車
を
運
転
す
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
ロ

▽
最
高
速
度
を
よ
く
ま
も
り
、
．
道
路
は

　
お
互
に
譲
り
合
い
ま
し
、
よ
う
。

▽
徐
行
馬
一
時
停
車
を
お
て
た
り
な
く
．

潭瀟

ｹ
蓬
の
餐
や
め
ま
し
・

・
灘
難
妨
識
難
捌

　
　
　
訴
．
馬
‘
賠
も
：
ほ
．
r
．
堰
『
．
．
∵
図
．

　
醗
蕪
．
．
　
ダ
翼
監
置

●

e
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、
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「現

碕

壕
．
愚
筆
漏
醤
補
響
餌
憐
、
蒙
≡
．
澤
弊
｝
、
．
き
．
概

．
F
壕
頃
減
」
起
ミ
日
．
、
、
コ
強
－
凋
．
、
ス
．
、
許
ア
∵
．
、
モ
、
、
’
、
・
．
．
卍
、
払
，
瀞
　
．
扇
．
．
戸
」
葦
’
，
3
党
、
．
一
、
壽
、
、
㌻
”
竃
　
　
ヨ
趨
・
適
㌧
．
司
湖
踊
星
、
4
翌
＾
「
配
、
尋
．
嘱
場
璽
麺
鋼

騨￥騨三三欄濁ぞ警響『三三三三警三
一　9　　　　　　”㌧　　　　広報ぴゆう』ヵ
攣．璽

　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
険

　
　
　
　
税

保
険
税
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
前
半

期
は
前
年
度
の
ほ
ぼ
半
額
で
仮
賦
課
せ

ら
れ
、
第
六
期
（
後
半
期
）
か
ら
こ
れ

を
調
整
し
、
確
定
賦
課
い
た
し
ま
す
。

こ
と
し
も
例
年
ど
お
り
一
日
に
後
半
期

分
の
令
書
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
の
で

お
受
け
と
り
に
な
っ
た
ら
よ
く
ご
ら
ん

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
賦
課
の
根
拠
方
式
、
計
算
な
ど

で
納
得
の
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
ら
保
険
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

期
か
ら
確
定
賦
課
で
す

1
1
、
異
議
の
申
立
も
早
目
に

難｝『∴ビ曇1’∵1・声

題
字
と
碑
文
き
ま
る

慰
霊
塔
正
面
の
題
字
は
「
殉
国
慰
霊

塔
」
と
決
め
ら
れ
、
そ
の
揮
毫
は
靖
国

神
社
の
筑
波
藤
麿
宮
司
に
お
ね
が
い
し

属
し
た
と
こ
ろ
、
快
よ
く
承
諾
さ
れ
、

そ
の
立
派
な
揮
毫
は
す
で
に
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
　
　
、

碑
文
の
塔
の
裏
面
に
刻
る
も
の
で
す
が

そ
の
文
は
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
，
碑
文

　
古
く
は
西
南
の
役
以
来

　
護
国
の
華
と
散
り
た
ま
い
し

　
あ
あ
千
三
百
余
柱
の

　
尊
い
み
た
ま
を
し
ず
め
ま
つ
り

　
感
謝
と
慰
霊
の
ま
こ
と
を
捧
げ
る

　
み
た
ま
よ

　
こ
こ
見
は
る
か
す
高
台
の

　
古
城
が
丘
に
し
ず
ま
り
ま
し
て

　
伸
び
ゆ
く
わ
が
ふ
る
さ
と
を
守
り

　
幸
を
得
さ
せ
た
ま
え

「
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
七
〇
円
。
申
央
（
白
戸
彦
市
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
O
O
O
円
。
畑
浦
（
・
一
政
徹
郎
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
七
〇
〇
吋
。
西
川
内
（
長
曾
我

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
雄
三
）
コ
．
一
、
六
五
〇
円
。
秋
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
黒
木
義
哉
〉
一
三
、
〇
五
〇
円
。
江

異
議
の
申
立
期
間
は
、
令
書
を
受
け
と

舞
募
胡
鰐
昧
緊
鞭
備
藷
粥
醜
騨

て
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
　
　
・
鹿
（
河
野
喜
之
一
）
一
一
、
三
七
〇
円

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
税
率
は
　
　
　
飯
谷
（
川
野
寿
志
）
一
、
三
〇
〇
円
。

次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
崎
南
（
成
合
実
）
一
．
三
、
八
九
〇
円

ヨ
華
（
譲
壽
θ
）
、
誌
　
　
田
・
原
（
黒
木
久
善
）
七
、
・
8
円

憎
悪
灘
翫
睡
国
記
爵
　
騰
顯
課
緻
響
）
！
乏
一
拓

繍
嬰
嚢
婁
罷
．
楕
鬼
關
諌
雛
墾
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
円
。
上
町
二
　
（
西
川
鹿
之
助
）
　
六

　
わ
れ
ら
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
0
0
0
円
。
中
村
（
大
坪
武
夫
）

　
そ
の
み
心
に
そ
い
力
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
、
一
八
○
円
。
幸
脇
戸
・
（
浦
依
次

　
世
界
の
平
和
と
　
　
　
　
　
　
　
郎
）
五
・
○
O
O
円
。
堀
一
方
（
黒
木

　
郷
土
の
繁
栄
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
三
郎
）
二
四
、
五
五
〇
円
。
中
原

　
ひ
た
す
ら
な
る
努
力
を
誓
い
　
　
　
　
　
（
森
田
小
三
郎
）
．
六
、
〇
五
〇
円
。

　
全
市
民
の
ま
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
　
　
　
　
．
松
原
（
赤
木
勝
）
九
、
0
0
0
円
。
奥

　
こ
の
塔
を
た
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
（
黒
木
忠
市
）
四
一
、
五
六
〇
円
。

　
　
　
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
特
志
寄
附

　
慰
霊
塔
建
設
委
員
会
会
長
　
　
　
　
　
　
市
議
会
、
（
第
三
回
）
二
八
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
日
向
市
長
・
藤
井
満
義
　
　
　
九
州
電
力
五
、
○
0
0
円
。
不
二
木
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺
○
、
0
0
0
円

　
慰
霊
塔
建
設
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
市
長
（
藤
井
満
義
）
三
万
円

（
既
に
発
表
分
を
除
く
1
0
月
1
日
現
在
）
　
　
七
千
円
（
日
高
勝
義
1
1
梶
木
）
五
千
円

余
　
瀬
（
高
山
茂
一
）
．
七
、
四
〇
〇
円
　
　
　
（
鈴
木
進
玉
東
草
場
）
同
（
高
木
力
松

別
府
南
（
大
山
政
樹
）
六
、
七
六
〇
円
　
　
賢
美
、
上
町
二
）
三
千
円
（
村
中
虎
之

広
見
（
鈴
木
甚
蔵
）
一
八
、
五
〇
〇
円
　
　
助
1
1
同
上
町
二
）
同
（
福
元
盛
吉
1
1
同

国
讐
騒
∵
難
棚
螺
麟

亀
崎
東
（
江
藤
静
香
）
一
一
、
三
〇
〇
　
　
1
1
美
（
中
町
）
　
（
河
野
イ
サ
ミ
ー
1
美
、

円
。
金
ケ
浜
（
甲
斐
末
吉
）
一
四
、
四
　
　
　
申
事
）
　
（
黒
木
嘉
八
障
美
、
中
町
）

二
〇
円
。
亀
崎
中
　
（
金
丸
伊
作
）
　
一
　
　
　
（
梅
野
重
・
一
1
1
下
町
〉
（
荻
原
信
久
距
別

　
鎮
辮
鰐
馨
∵
琶
、
愉
、
・
薪
ジ
町
回
≠ ’

府
北
V
　
（
申
野
強
手
1
1
同
）
　
（
河
野
清
・

　
『
同
）
　
（
長
野
ス
ミ
エ
時
同
）
　
（
荻
原

　
幸
一
1
1
同
）
　
（
原
田
恒
助
目
美
凸
上
町

　
一
）
．
（
矢
野
み
き
え
闘
同
）
　
（
矢
野
ツ

　
キ
子
一
1
美
、
上
町
二
）
　
（
大
塚
朋
一
1
1

　
同
）
　
（
黒
木
久
助
n
余
財
）
　
（
是
則
釈

．
加
齢
1
1
同
）
　
（
大
山
政
樹
皿
別
府
南
）

　
（
椎
葉
昭
八
悶
東
草
場
）
　
（
鈴
木
政
市

　
H
同
）
・
（
滝
井
慶
二
一
1
同
）
　
（
黒
木
正

　
人
釦
同
）
　
（
児
玉
三
千
男
闘
同
）
　
（
黒
．

7
木
要
太
郎
”
同
）
　
（
田
原
謙
一
郎
1
1
同

　
）
　
（
黒
木
忠
市
一
1
奥
野
）
　
（
細
川
清
助

　
1
1
同
）
　
（
黒
木
長
蔵
直
配
）
　
（
鈴
木
浅

　
士
1
1
同
）
　
（
奈
須
弥
平
1
1
同
）
　
（
鈴
木

　
マ
キ
ー
1
同
）
　
（
奈
須
ア
キ
エ
目
同
）
　
（
‘

　
黒
木
三
浦
之
助
1
1
同
）
　
（
奈
須
エ
イ
ー
1

　
同
）
　
（
鈴
木
玉
男
n
同
）
　
（
奈
須
ア
サ

　
エ
ー
1
同
）
　
（
黒
木
義
男
1
1
同
）
　
（
黒
田

元
治
睦
同
）
　
（
幸
崎
ナ
カ
ー
1
同
）
　
（
黒

木
忠
哨
1
1
同
）
　
（
奈
須
ユ
キ
エ
ー
1
同
）

（
奈
須
ア
サ
ノ
靴
伺
）
　
（
黒
田
忠
一
1
1

同
）
　
（
藤
井
満
義
1
一
市
長
）
三
万
円

同
（
黒
木
昭
秀
）
腿
美
馬
申

　
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
捨
て
場
に
・

最
近
、
ゴ
ミ
を
市
役
所
裏
の
竹
ヤ
ブ
．
や

高
見
橋
の
た
も
と
、
本
谷
入
口
の
川
原

な
ど
に
捨
て
て
い
る
方
を
み
か
け
ま
す

街
の
美
化
の
面
か
ら
い
っ
て
も
㌦
ま
ま

環
境
衛
生
の
面
か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
は
必
ず
市
が
指
定
し
た
場
所
（
塩

見
橋
下
の
堤
防
）
に
す
て
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　　　　……盛大だつた十五夜祭・り……
　詠
　　　　　　　3日目約8万人の人出，

県北の三大まつりのびとつと言われる日向市の十五夜祭りは、
、さち25日から25日までの5日閥盛大に行なわれました。

初E｝が秋分の日で休み、翌日の24日が日曜と、祭りの期間中に

2日も休日がはいったので例年以上の人出でにぎわいました。

恒例の呼びものであるミ屋台㌣や町内のミ見立細エミをはじめ

丁丁放送局の公開録音「三人勝抜歌合戦」市講堂の商工水産祭

りなど人気を呼んでいました6
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